
人権尊重教育の全体計画

学校の教育目標
・日本国憲法
・教育基本法
・人権教育及び人権啓
  発の推進に関する法律
・学習指導要領
・「人権教育のための
  国連10年」に関する国
  内行動計画
・東京都人権施策推進
  指針
・都・区教育委員会の
  教育目標

　人権尊重の精神を養い、知性と感性に富
み、心身ともに健康で社会連携意識や国際的な
広い視野をもった人間性豊かな生徒の育成をめ
ざして設定する。
・よく学び深く考えた行動のとれる生徒の
  育成
・心身ともに健康で思いやりの心を持った
  生徒の育成
・責任を重んじ自主性に富んだ生徒の育成

外国語の授業
（1～3年）で
取り上げるALT
との交流

特別支援学級
との交流

公民の授業（3
年）で取り上
げる

人権教育の重点

・全体計画のもとに、教育活動全体を通して系統的計画的に人権尊重教育を行う。
・一人一人がかけないのない人間として、互いに尊重し合う望ましい人間関係を養う。
・いじめや同和問題をはじめ様々な人権課題について理解と認識を深めさせ、自らの課題として偏見や差別の解
消に努めることのできる能力や態度を育成する。
・教師は生徒の心身の発達段階や特性を十分把握して生徒指導にあたるとともに、自ら人権意識の向上に努め
る。

主な人権課題に対する対応

✩自分の考えや意見をしっかりもち、前向きに努力していく生徒
✩お互いを認め合い協力し合いながら、物事を構築していける生徒
✩社会の一員として責任と自覚をもち、きちんと学校生活が送れる生徒

現代社会の要請
教師・保護者の願い
家庭・地域の実態
生徒の実態

一之江小学校・一之江第二
小学校の実態・方針

目指す生徒像

障害者 HIV感染者等高齢者 外国人

保護者や地域社会等との連携
・交流活動や職場体験等の
　校外学習での協力

全校での人権尊重教育
・学年や学級経営の中で
 計画的に実施
（人権作文への取り組み）

教職員の人権意識の向上
・校内での研修
・区や都の研修会への派遣

交流を通して
高齢者に対す
る尊敬や感謝
の心を育てる
とともに、介
護や福祉の問
題に関する理
解を深める。

外国人に対す
る偏見や差別
意識を解消
し、外国人の
もつ文化や生
活習慣等に対
して寛容な態
度、共生の気
持ちを育て
る。

交流を通して
障害のある人
への理解を深
め、一人一人
が偏見や差別
の解消に向け
た行動ができ
るようにす
る。

HIV感染症やハ
ンセン病等に
対する正しい
認識をもた
せ、不正確な
知識や人権意
識の希薄さか
ら生じる差別
について考え
させる。

道徳教育、各教科の授業や学級活動等を通して、人間尊重の精
神と生命に対する畏敬の念を高める

一人一人のよ
さを認め合
い、いじめや
暴力、偏見や
差別、DVが見
られるとき
は、学校全体
で解決に取り
組む。

男女平等の観
点に立った望
ましい職業観
をもち、意識
して男性も女
性も対等に社
会に参画でき
る環境を築こ
うとする態度
を育てる。

封建時代の身
分制度や歴史
的・社会的に
形成された差
別問題であ
り、人権侵害
であることを
認識させる。

子供の人権 男女平等 同和問題


